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本論文は、2013年 2月 25日に提出され、5月 25日に第１回、第 2回の博士学位論文審
査委員会を開催した。そこでは、各審査委員から本論文に関する評価意見が出され、本論
文は、単に NGO が直面する課題を抽出するに留まらず、問題がなぜ発生するのか、そ
の背景にどのような因果連関が存在するのかといった点にまで踏み込んだ分析を試み
るなど、従来の NGO 研究の視点に欠けていた部分を補う位置づけにあること、フィリ
ピンの社会発展史、社会の仕組み、NGO の現状と課題などをしっかり踏まえ、自らの経験
値も交えたうえで、論理的な分析がなされていることなどが評価された。さらに、今後必
要とされる研究の方向性についても活発な討議がなされた。このほか、いくつかの課題も
指摘されたが、それについては後述する。 
また、内容上の変更を伴わない程度での字句上の記述の微修正が要請された。 
６月８日に開催された第３回審査委員会（公開審査会）においては、まずパワーポイン
トによる資料と要約資料を用いて、学位申請者（論文執筆者）によるプレゼンテーション
が行われた。プレゼンテーションの終了後、質疑応答に移り、学位申請者は各審査委員か
ら出された質問・コメントに回答した。この公開審査会を通じて、本論文の問題意識と論
理展開の妥当性が確認されるとともに、本研究の将来的な展開の方向性についても共有さ
れた。同日（６月８日）、公開審査会の後に開催した第 4回（最終）審査会において、博士
学位論文審査委員会は、全員一致で本論文を合格とするという結論に達した。 
本論文が評価されるべき点は以下の通りである。 
第一に、本論文では、分析結果により説得力を持たせるために、政治情勢、社会文
化環境、住民参加の度合いが異なる状況下で活動するフィリピンのすべてのNGOに当て
はめて一般化することは意図せず、限定された条件の中で、政治システムへのNGOの参
加に関する中範囲理論を述べるにとどめている。  
第二に、本研究は、フィリピン全体の社会発展史の文脈からNGOがどのような役割を
果たしてきたのかといった「縦軸」からの考察と、NGOが置かれている状況やNGOを取
り巻く社会構造との関係性の検証といった「横軸」の分析がしっかりとなされており、
論理性が確保されている。 
第三に、「NGOは、政治システムへ参加することが広く認められているのにもかかわ
らず、与えられた機会を効果的に活用できないのはなぜなのか」という問いに答える
にあたり、政治学の先行研究（五十嵐論文）を用いて、「手続的民主主義」と「実質的民
主主義」の観点から、政治システム内でのNGOの機能を考察するという論法をとることで、
より説得力のある結論を導き出している。 
以上三点に関する本論文の方法と記述は審査委員一致で評価した点である。 
他方、本論文を通じて構築された論理的枠組みを基に事例調査を実施するにあたり、理
念型の操作を通じて分析が行われたものの、政府以外の行為主体と NGOの関係性にかかわ
る考察など、さらに多くの実証的データを盛り込むことができれば、もう一段高いレベル
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の論文に仕上がったとの評価がなされた。また、今後の課題として、フィリピンの NGOセ
クターの将来的な役割をどう考えるのかといった指摘もなされた。しかしながら、そうし
た諸課題は、本論文の評価点を損なうものではなく、公開審査会での質疑応答における申
請者の発言を通しても、むしろ今後の研究のさらなる発展の可能性につながるものとして
理解することができる。 
よって審査委員会はここに、本論文が博士（社会デザイン学）学位論文として相応しい
ものであることを、一致して承認することとする。 
 
